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2月の米雇用統計では、就業者数は市場予想を上回って増加し、失業率も低下（改善）しました。米国では新型コロナウイルス

の新規感染者数が1月から減少傾向で、経済活動が徐々に再開している動きと整合的です。ただ、長期失業者の改善などに

課題も残されています。今後は回復の持続性が求められることとなりそうです。

米雇用統計、回復ペースの持続が重要

米雇用統計：就業者数は前月比37.9万人と
市場予想を上回り、前月分も上方修正

2021年3⽉8⽇
北米

米労働省が2021年3月5日に発表した2月の米雇用統

計で非農業部門就業者数は前月比37.9万人増と、市場

予想（20万人増）、前月（16.6万人増と速報値４.9万人増

から上方修正)を上回りました（図表1参照）。

2月の失業率（通常の失業率、U3)は6.2%と、市場予想

（6.3%）、前月（6.3%）を下回りました（図表2参照）。ただ、

失業者に加え経済的理由によるパートタイム雇用者などを

加えたU6失業率は2月が11.1%と前月から横ばいでした。

景況指数の改善とも整合的です。

なお、建設部門の減少は寒波の影響と思われます。

次に、失業率も低下して雇用市場の改善を示しました。労

働参加率は61.4%と上昇はしていませんが、前月と同水準の

中での失業率が低下しています。

ただ、質の点に目を向けると課題も残ります。正規雇用を

希望するも、経済的な理由によるパートタイムを含めた広義の

失業率（U6）は11.1%で横ばいでした。

また、全失業者に占める長期（27週以上）失業者の割合

は41.5%とじりじりと上昇しています（図表2参照）。米労働省の

データを見ると27週以上の失業者の人数は約415万人と1年

前に比べ約300万人増加しています。短期失業者の職場復

帰は期待されますが、長期失業者の問題への取り組みは今

後の課題として残されています。米当局は景気をある程度過

熱させてでも雇用市場の更なる回復を目論んでいるようです

が、シナリオ通りにいくのか期待と不安をもって見守っています。

どこに注目すべきか：
就業者数、娯楽産業、U6失業率、長期失業

2月の米雇用統計では、就業者数は市場予想を上回っ

て増加し、失業率も低下（改善）しました。米国では新型コ

ロナウイルスの新規感染者数が1月から減少傾向で、経済

活動が徐々に再開している動きと整合的です。ただ、長期

失業者の改善などに課題も残されています。今後は回復

の持続性が求められることとなりそうです。

まず、非農業部門就業者数の動向を部門別に振り返り

ます。2月の就業者数が前月比37.9万人と増加した背景

は飲食や宿泊などを含む娯楽部門の増加が大きく貢献し

ています（図表1参照）。米国のレストランの予約率をリアル

タイムデータで見ると、年初には前年比8割近く減少してい

た予約率が、足元では前年比約2～3割程度の減少（なお、

1年前の3月月初の予約数は小幅な下落であった）にまで

回復しており、回復の原動力と見られます。

また、昨年の水準を依然下回っていることは、雇用者数

の改善余地が残されているとも見られます。同じことはテー

マパークにも見られます。フロリダ州は昨年夏には入場制

限付きながら先行してテーマパークを開園させましたが、

営業をほぼ停止していたカリフォルニア州も来月から入園

を限定での営業再開が発表されました。ワクチン接種の拡

大で今まで弱かった部門での雇用の拡大が見込まれます。

娯楽以外では、製造業の就業者数にも堅調さが見られ

ます。今日のヘッドライン3月2日号で述べた米ISM製造業 出所：ブルームバーグのデータを使用してピクテ投信投資顧問作成

図表2：米失業率（U３、U6)と長期失業者の割合の推移
月次、期間：2018年2月～2021年2月、長期失業者は27週以上
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図表1：米国の非農業部門就業者数と主なセクターの変化
月次、期間：2021年1月(左）～2021年2月（右)、前月比、太字は2月

0

10

20

30

40

50

0

5

10

15

20

25

18年2月 19年2月 20年2月 21年2月

%%
U6失業率（左軸）

失業率（左軸）

長期失業者割合（右軸）


